
利用例

エナンチオ選択的アシル化に有用な
DMAP型不斉求核触媒

特長

・ビナフチルの軸不斉由来の光学活性な4-ジメチル 
アミノピリジン(DMAP)構造を有する有機分子触媒

・様々な不斉アシル化反応に適用可能
・高触媒活性、高化学選択性および高エナンチオ 
選択性を示す

本製品は、菅誠治教授および萬代大樹准教授の技術指導により製品化しました。

(S)-[4-(Pyridin-4-yl)-4,5-dihydro-
3H-dinaphtho[2,1-c:1',2'-e]azepine-

2,6-diyl]bis[bis[4-(tert-butyl)phenyl]methanol]
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エナンチオ選択的アシル化に有用なDMAP型不斉求核触媒
研究室のご紹介

ご研究内容

合成プロセス化学研究室
（菅研究室）

岡山大学　大学院自然科学研究科　応用化学専攻

菅研究室では有機電子移動、有機機能性材料、有機分子触媒の３つの分野を柱に研究を展開されています。 
このパンフレットに掲載の不斉求核触媒は、独自の触媒設計コンセプトに基づいて開発されたものです。
様々な不斉アシル化反応に対して極めて高い触媒活性とエナンチオ選択性が発現し、既存の不斉求核触媒
を遥かに凌駕する性能を有しています。

     

菅研究室で開発された不斉有機分子触媒（P2380）は、様々な不斉アシル化反応に適用可能な光学活性
DMAP誘導体です 1)。本触媒はSteglich転位反応 1a)を始めとして、第二級アルコールの速度論的光学分割
反応 2)に用いることができ、それぞれ極めて高い触媒活性 (触媒量0.1-0.5 mol%) とエナンチオ選択性で
反応が進行します。
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